






3.11の震災から早４ヶ月経とうとしている。今年は山
は諦めよう、いや山へ行ってる場合ではない。退会
も考えた。岩手から帰って新聞を片っ端から読ん
だ。近くに住む長女一家が液状化の影響で我が家
に非難して新聞など読んでいる暇などなかった。倒
れ掛かった電信柱、傾いた家、瘤状に歪んだ路面、
見ていると頭がクラクラする。だんだん力が抜けてま
るで魂が抜き取られた感じになってしまった。そうこ
うしている内に７月の山行が近づいてくる。返事をし
なければならない。どうにも力が入らず北岳は無理
だ。同郷の会長から「気分転換になるかもしれない
から北岳に行きましょう」とのメールを頂いた。何かを
しなければ前に進めない。思い切って行ってみよう
か・・・会長に決断のメールを入れた。それから毎日い
つものコース1時間半のウォーキングと両手に４キロ
づつの鉄アレーで筋トレに励んだ。１ヵ月後、いよいよ
北岳に向かう。
7/1　夜の新宿、煌びやかなネオン、被災地では考
えられない。若者たちが集まっている。これから何処
に行くのだろう。皆華やかである。こうでなければい
けないのだ。当たり前の事、普通であるべき事がい
かに幸せな事なのか。夜行バスで山梨に向かう。途
中白根天笑閣にて仮眠。あまり眠れない。
7/2早朝乗り合いバスで広河原へ。目の前に北岳
が聳えている。7：00白根御池小屋に向かう。途中休
憩を入れて大樺沢をひたすら登る。雪解けの清流
が勢いよく流れている。マイナスイオンの深呼吸、と
ても気持ちいい。この辺はまだ新緑で素晴らしい森
だ。岡本さん体調不良か引き返す。残念。二俣から
白根御池小屋に向かい予定より早く到着。まずは
ホッとする。岡本さんの心遣いの冷たい飲み物で乾
杯！新しい小屋でとても素敵
な小屋でした。スタッフの
方 も々親切で気持ちの良い
人たちでした。昼食は外の
テーブルで味噌汁付のカ
レーを頂きました。午後は近
くを散歩したり写真を撮った
り仮眠したり。5時の夕食は
山小屋の食事とは思えない
箱入り弁当でこれまた素晴
らしい食事でした。

7/3　4：00出発ヘッドランプを付けて草すべりの急
登を登る。おそらく心拍数最大値を表しているだろ
う。次にダウンするのは私かも・・・牛歩で一歩一歩前
進。途中日の出を見る。樹林帯を抜け小屋で作って
頂いた弁当を朝食に、完食。あたり一面キンポウゲ
など高山植物の絨毯に感激！尾根伝いに肩ノ小屋
で休憩し北岳山頂を目指す。やっと登頂、三角点に
タッチし皆で握手。涙がこみ上げて来た。ありがとう！
みんな、ありがとう！！皆のお陰で登頂できました。力が
湧いてきました。感謝です！視界が悪かったが雲海
の上で暫し休憩し北岳山荘を目指す。傾斜のきつ
い岸壁でしたが一面のお花の絨毯に心癒されまし
た。小屋に到着した時は胸を撫で下ろしました。部
屋に案内され荷物を降ろすや否や、元気組は間ノ
岳へ向かった。私とユリ子さんは会長の案内でキタ
ダケソウを見に行った。白くて可憐な花でした。世界
にこの場所にしかないと言う。こんな高山にじっと耐
えて咲いている姿に勇気が湧いて来た。頑張ろう！
キタダケソウに勇気をもらいました。
7/4　夜半から風雨が強く窓ガラスを叩きつけてい
た。低気圧が通過中。今日はとても無理ではない
か。リーダーに従い小屋を出発したが強風で引き返
す。１時間後再び小屋を後にする。風除けに市川さ
んと松浦さんにサンドされ本当に心強かった。危険
な八本歯のコルも一歩一歩無事クリア。広河原の
道しるべに従いアイ
ゼンを着け雪渓を下
りて来た。無事広河
原に到着。皆で握手
した時は感無量で熱
いものが込み上げて
来た。着替えて乗り

合いタクシーで甲府駅へ。駅ビルの杵屋でうどんを
食べスーパーあずさに乗り込み一安心。皆の疲れ
は何処へやら。話が盛り上がり明るい内に新越谷
着。せんげん台、春日部で皆と挨拶を交わし一人に
なってしまった。車中この四日間を振り返って見た。
楽しかった。そして勇気付けられた。抜けてしまった
魂を取り戻したと思う。これで前へ進める気がする。
きっと大丈夫！震えていた体はもう大丈夫！
今回の山行は私にとって生きて行く勇気をもらいま
した。そしてその機会を与えて下さった伊藤会長に
感謝すると共に同行された遊友の仲間、特に市川
さん、松浦さんには命を守って頂き感謝いたします。
若い二人に守られとても心強かったです。久保谷さ
んにはいつも笑顔で最後尾から声を掛けて下さり
安心しました。明日から人生再スタートが切れそうで
す。そして週末には再び岩手に行って来ます。
「あなたが一緒にそばで寝てくれたから、夕べはぐっ
すり眠れたよ」と言ってくれた88才の母のそばでま
た一緒に寝て来ようと思います。
ムードメーカーのきよみ様、元気をありがとうございま
した。
ユリ子様、来年は私たちが主役かも知れません。大
変お世話になりました。
「北岳、バンザーイ！！」　≪伊藤典子≫
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日本を代表する広やかな高原台地、車利用で簡単に行けますが歩いてこその実感に接し夏の花々の風情と北ア
ルプスの峻峰を背景に雄大な展望を楽しもう。
遊友コース：天狗の露地駐車場→王が鼻→王が頭→塩くれ場→美しの塔（合流）→（牛伏山）→山本小屋（合流）
楽 コ々ース組みはバスで回り込み、美ノ塔、なだらかな草原散策などができます。

日　時：8 月 7日 ( 日 )
集　合：せんげん台＝5：45　春日部＝6：00　　　　
持ち物：昼食・雨具、適宜山用具・着替え (風呂は未定 )
申込み：7 月 24日 ( 日 )21 時まで（山行 2週間まえ締め切り）
　　　　藤井一義へ　TEL：048-977-8229　携帯 090-9108-0922　　　　
御注意：エントリー済みの方は申し込みの必要ありませんが、キャンセルの方は
　　　　早めに連絡をしてください。7月 17日現在エントリー 21名　（定員 25名
　　　　予定です）上記締め切り日の 7/24 以降は基本キャンセル料が発生します。）
　　　　定員に満たない場合のキャンセル待ち受け付けは7月31日（1週間前）です。

雄大な高原・美ヶ原を歩こう8月の山行案内




